
＜令和６年度学校評価の結果＞
◎　学校評価の目的

教職員、保護者、児童に広くアンケートを行い、

達成状況や、教育活動を適切に評価し、Plan・Do・Check・Action　サイクルを繰り返しながら

組織的かつ継続的な改善に努めることを目的としています。

※評価のPlan・Do・Check・Action モデル

〇学校評価（児童・保護者・教職員アンケート）の回答数

・ 教職員 名

・ 保護者 名

・ 児童 名

〇学校評価（教職員・保護者・児童アンケート）の分析

　２０の設問について、各設問ごとに、教職員・保護者・児童の順にグラフで並べました。

　そして、三者の評価を比較しながら、問題ととらえられる部分について、分析・考察しました。
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※グラフの凡例

　 　　そう思う　　　　  　やや思う　　      　あまり思わない　　　　 そう思わない

設問１

設問２

 

設問３

設問４

設問５
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　すべての教職員と多くの児童が肯定的な回答
をしています。子どもたちは、日々の学習活動の
中で、達成感や充実感を味わうことで、自己肯定
感を高め、諸活動への取組がより積極的になって
いくと考えます。昨年度から取り組んでいるウェル
ビーイングを高める研究を今後も継続し、学習活
動の充実に努めてまいります。

　すべての教職員と多くの児童が肯定的な回答
をしています。児童の意識が高いことは、子どもた
ちの自律心が大きく育っていることである証である
と嬉しく感じます。今後も、学校のきまりや時間を
まもって生活することができるよう声かけと支援を
続けてまいります。

　教職員、保護者、児童の三者ともに、多くが肯
定的な回答をしています。一方で、子どもたちの
話を聞いていると、乱暴な言葉遣いをしたり、相
手を思いやる言葉遣いができなかったりすること
で、友だちとけんかをしてしまうことが度々あるよう
です。
　今後も学校全体で、正しい言葉遣いによる、より
良い人間関係づくりが進められるよう、様々な場
や機会を通して声かけや支援を進めてまいりま
す。

　あいさつは、設問１から設問３までの項目にも関
係するとても大切なものであると考えます。お互い
にあいさつを気持ちよく交わすことができると、良
い人間関係の構築や生活の充実につながってい
きます。
　教職員が率先してあいさつをすることも、子ども
たちの意識向上に大きな効果があると考えます。
今後も、あいさつと声かけを続けてまいります。

　交通法規を守って通学団で登校している意識
の高さがうかがえる回答結果となりました。
　通学路の中には、見通しの悪い交差点や交通
量の多い幹線道路など、危険な箇所があちらこち
らにあります。保護者にも登下校の見守りにご協
力いただきながら、子どもたちが、交通法規をしっ
かり守り、安全に登下校できるよう、引き続き、登
下校の指導を続けてまいります。

交通法規を守り、通学団で登下校している。

あいさつをよくする。

友だちと仲良く生活している。

学校のきまりや時間をまもって、生活している。

楽しく学校に通っている。
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※グラフの凡例

　 　　そう思う　　　　  　やや思う　　      　あまり思わない　　　　 そう思わない

設問６

設問７

設問８

設問９

設問１０
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授業は、楽しく、わかりやすい。

読書が好きで、よく本を読んでいる。

　「自分たちの学校を自分たちの手できれいにし
ていこう」と意識をして、児童と教職員が日々の清
掃活動に取り組んでいます。学校へいらっしゃっ
たお客様から、黙々と清掃活動に取り組む子ども
たちの姿に、お褒めの言葉をいただくことも多くあ
ります。
　今後も、自分たちの手で、学校の環境を整えて
いく気持ちを育てていきたいと思います。

　小学校では、日々の生活の中での見守りや生
活アンケートなどを通して児童の悩みを早めに把
握するように努めています。
　今後もいじめの予防、早期発見、早期対応に努
めてまいります。
　ご家庭で気になることがありましたらお知らせく
ださい。

　今年度も様々な行事や学習活動を予定通りに
実施することができました。　多くの児童が、肯定
的に回答しており、うれしく思います。
　しかし、中には不安や悩みを抱えた児童がいる
ことも事実です。全ての児童が楽しく学校生活を
送ることができるよう、教師が温かく親身に支援と
指導ができる学校づくりを進めていきます。

　本は子どもの生活空間を大幅に広げ、日常生
活の中で出会えない違う時代や場所、様々な体
験に触れることができます。その体験は疑似的で
あっても、実体験同様に子どもの社会性や感情
的発達につながるものです。そうしたことから、今
後も子どもたちが本に親しめるよう様々な場や機
会を通して声かけや支援を進めてまいります。

　今年度は、「個別最適な学び」「協働的な学び」
など、各学年で生徒の実態に根ざした基礎学力
向上を目指す取組を工夫して続けてきました。
　また教師のスキルアップのため校内研修に積極
的に取り組み、教師の授業力向上に努めてきまし
た。今後も、校内研修をさらに充実させ、より分か
りやすい授業づくりを進めていきます。

学校行事は、子どもたちにとって楽しく充実している。

学校は安心して過ごせる環境になっている。

学校は清掃が行き届き、きれいである。
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※グラフの凡例

　 　　そう思う　　　  　やや思う　　      　あまり思わない　　　　 そう思わない

設問１１

設問１２

設問１３

設問１４

設問１５

まわりの人 を大切にして生活 を送 っている。
いじめにあって悩むことはなかった。
先生は、悩みを聞いたり、相談にのったりしてくれている。
自分のことをよく理解してくれる先生がいる。
連絡アプリ・たより・ホームページなどで学校の様子はおおむね分かる。

携帯電話（スマートフォン）の使い方（時間・内容等）は適切である。（持っていない場合は答える必要はありません）

0
0
保護者

　「まわりの人を大切にして学校生活を送ってい
る」と多くの児童が回答しており、相手を気遣った
言動を心がけていこうと意識して生活している様
子がうかがえます。しかし一方では、相手の気持
ちを十分考えずに行動したり、相手を傷つけてし
まう言葉を投げかけてしまったりすることも、たびた
び見られました。
　今後もお互いを尊重し、気持ちよく学校生活が
送れるよう、指導を進めてまいります。
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　児童の２割ほどが「あまり思わない」「そう思わな
い」と回答しています。わからないところをそのまま
にしておくと、さらにその先もわからないところが
出てきてしまいます。わからないことをそのままに
せず、必ずわかるまで先生に教えてもらうことを子
どもたちに意識させたいと思います。
　また、自分の考えを友だちに伝えたり、友だちの
考えを聞いたりすることによって、学習がより深ま
ります。今後も、積極的に発言・発表ができるよう
な授業づくりをさらに進めていきます。

　児童と保護者の４割ほどが、「あまり思わない」
「そう思わない」と回答しています。
　学校で学習した内容を、しっかり理解し、確実に
定着させるためにも家庭での学習時間の確保は
大切です。学年が進むとともに、家庭での学習時
間もより多く必要となってきます。
　日々の継続により、家庭での学習習慣が少しず
つ身についてきます。子どもたちにも家庭での学
習の大切さを伝えていきたいと思います。

まわりの人 を大切にして生活 を送 っている。

勉強でわからないところは、わかるまで教えてもらう。

家庭でも進んで勉強する習慣が身についている。

　今年度は、「あり・あり・なん・やっ」を合言葉に、
「ありがとう、ありのままに、なんとかなる、やってみ
よう」と様々なことに進んで挑戦することに全校で
取り組んでいます。新しいことに挑戦するには、大
きな勇気が必要ですが、やり遂げた時の達成感
はより大きなものとなります。その挑戦の原動力と
なるのが、先生からの激励だと思います。
　今後も、子どもたちが自信をもって様々なことに
挑戦できるよう、児童をよくほめ、励ましていきた
いと思います。

　児童が安心安全な学校生活を送るために、教
職員が細かく連絡を取り合い、児童のけがや病気
に対応しています。今後も、保健指導や健康管
理、環境整備などを丁寧に行い、安心安全な学
校づくりを進めてまいります。

先生は、けがや病気に対して、適切に対応してくれる。

先生は、よくほめ、はげましてくれる。
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※グラフの凡例

　 　　とても思う　　　  　やや思う　　      　あまり思わない　　　　 そう思わない

設問１６

設問１７

設問１８

設問１９

設問２０
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携帯電話（スマートフォン）の使い方（時間・内容等）は適切である。（持っていない場合は答える必要はありません）

連絡アプリ・たより・ホームページなどで学校の様子はおおむね分かる。

　今年度は、様々な学年で、ＳＮＳによるトラブル
が見られました。その都度、ＳＮＳの正しい使い方
を指導しています｡
　今年度は、外部の専門家を招いてＳＮＳに関す
るお話をしていただく機会を設けたり、定期的にＳ
ＮＳの正しい使い方について確認する場や機会
をつくったりしました。今後も引き続き、児童の意
識向上をさらに進めていきたいと考えています。

いじめにあって悩むことはなかった。 　教師や保護者、児童の回答から、いじめにあっ
て悩む児童が、一定数見られます。
　教職員は、日々の生活の様子や生活アンケート
などを通して児童の変化に気付けるように努めて
おり、また児童の悩みにしっかり耳を傾け、解決
に向け親身に考え、支援していけるよう心がけて
います。引き続き丁寧な支援と指導を心がけてま
いります。
　また、スクールカウンセラーとも連携し、相談しや
すい環境づくりを進めていきます。

　学校からは、行事案内や学校･学年通信など多
くの文書を配布しています。また、連絡アプリや
ホームページを利用して、学校の様子や重要な
お知らせを配信しております。
　今後も、連絡アプリの有効活用や見やすいホー
ムページの工夫・改善などを進め、さらなる情報
提供の充実に努めてまいります。

　悩みや不安を相談できずにいる児童が、３割ほ
ど見られます。
　児童の悩みにしっかり耳を傾け、解決に向け親
身に考え、支援していけるよう、教職員一同、心
がけていきたいと思います。
　また、スクールカウンセラーとも連携し、相談しや
すい環境づくりを進めてまいります。

　教職員の意識が高い一方で、不安を感じている
児童も見られます。教職員は、子どもたちに細か
く声かけを行い児童把握に努めております。しか
し、自分の思いを先生に上手く伝えられない児童
もいることを念頭に置き、子どもたちにとって、「相
談しやすい先生」「話を聞いてくれる先生」となる
よう、教職員一同、心がけていきたいと思います。

自分のことをよく理解してくれる先生がいる。

先生は、悩みを聞いたり、相談にのったりしてくれている。
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　　― 自由記述 ―

　※寄せられた貴重なご意見は、全職員が目を通させていただき、改善できることから取り組ん

　でまいります。ここでは、複数出されたものについて記述させていただきました。

　　【　学習面　】

〇　日々の授業について

　　【　生活面　】

〇　ゲームやスマートフォンの扱い方、ＳＮＳでのトラブルについて

　　【　環境面　】

〇　校内環境について

　貴重なご意見をありがとうございました。
　今回いただきましたご意見を参考に、来年度の学校経営を進めて参ります。

アンケートへのご協力　ありがとうございました。
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→　校内の清掃が行き届き、きれいな環境が整っているとの声を多くいただきました。小学校では、毎月安全点
検を行い、環境整備に努めています。今後も、日常の環境整備と入念な設備点検を、全職員の目でしっかりと
行い、安心して過ごせる環境整備に努めていきます。

→　話し合いやお互いの意見を発表する授業が多くなったという声が、児童からも保護者からも多く見られまし
た。教師も日々の学習活動を充実させていこうと試行錯誤しながら授業改善に向け取り組んでいます。また、
教師の授業力向上を図るため、授業研究の機会を設け、教師が互いの授業を見合い、改善策を協議する取組
を行っています。今後もこうした教師の研修の機会を増やし、教師の授業力向上に努めていきます。

→　家庭でゲームやスマートフォンを操作している時間が非常に長いことに不安を感じている声が多く見られま
した。また、ＳＮＳにおける友だちとのトラブルも様々な学年において、数件発生し、学校でも指導をしました。今
後も、携帯安全教室を開催したり、学年や学級でくりかえし適正な利用を呼びかけたりしていきます。ご家庭で
もゲームやスマートフォンの適切な利用についてお声がけをお願いします。


